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RISKMAN for Windows RISKMAN for Windows の特徴の特徴
開発から開発から1717年目となる年目となるWindowsWindows（（NT,2000,XPNT,2000,XP）対応の）対応の総合的総合的
PSAPSAツールツール

最新版最新版 verver. 10.0 (2007. 10.0 (2007年年 1010月リリース月リリース))
日本語対応可能日本語対応可能

F.T.F.T.作成、作成、E.T.E.T.作成および作成およびE.T.L.E.T.L.手法手法によるシーケンスの定量化によるシーケンスの定量化
が可能が可能

シーケンスベースの定量化採用による、外的事象シーケンスベースの定量化採用による、外的事象PSAPSA、レベル、レベル
2PSA2PSAへの拡張が容易への拡張が容易

ベイズ推定（ベイズ推定（22段階まで）段階まで）によるプラント個別データの更新が可能によるプラント個別データの更新が可能

F.T.F.T.の定量化にの定量化にMCSMCS法、法、BDDBDD手法、モンテカルロ法が利用可能手法、モンテカルロ法が利用可能
BDDBDD手法手法 –– NOT NOT ゲートの取り扱い可能なゲートの取り扱い可能なF.T.F.T.厳密解法厳密解法

外的事象として、外的事象として、火災、地震火災、地震の解析が実施可能の解析が実施可能

用途に合わせた帳票出力が可能用途に合わせた帳票出力が可能
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RISKMAN for WindowsRISKMAN for Windows メイン画面メイン画面
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RISKMANRISKMANモデルモデル
（（ 出力時レベル１内的事象：出力時レベル１内的事象：PWRPWRの例）の例）

起因事象
大LOCA
中LOCA
小LOCA

余熱除去隔離弁LOCA
主給水喪失
外部電源喪失

補機冷却機能喪失
過渡事象
手動停止

電気系サポートシステム

機械系サポートシステム

システム間の共有システム（機器）

フロントラインシステム

終状態
事象収束
炉心損傷
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RISKMANRISKMANモデルモデル
（（ 停止時レベル１内的事象：停止時レベル１内的事象：PWRPWRの例）の例）
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COSMOSCOSMOSの開発背景の開発背景

原子力原子力プラントに対するプラントに対するPSAPSAでで得られた結果得られた結果は、は、リスクリスク
情報として情報として、、プラントの脆弱部の特定、設備の保守計プラントの脆弱部の特定、設備の保守計
画策定、所則の見直し等に利用画策定、所則の見直し等に利用することが考えられる。することが考えられる。
現在、規制ガイドラインの作成、産業界標準の整備、現在、規制ガイドラインの作成、産業界標準の整備、
及び、実プラントでのリスク情報活用方法及び、実プラントでのリスク情報活用方法、運用方法、運用方法
の検討等が精力的に進められている。の検討等が精力的に進められている。

今後今後、原子力プラントにおいて、原子力プラントにおいてリスク情報活用リスク情報活用活動を活動を
実施していく際に実施していく際に、その時々のプラント状態に応じた炉、その時々のプラント状態に応じた炉
心損傷等のリスクを監視し続けていく心損傷等のリスクを監視し続けていく、、リスクモニタリンリスクモニタリン
グシステムグシステムが必要となる可能性があるが必要となる可能性がある。。
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COSMOSCOSMOSの概要の概要

プラントの運転・保守に対してリスク情報を活用する目プラントの運転・保守に対してリスク情報を活用する目
的で使用する、出力運転中、停止中のレベル的で使用する、出力運転中、停止中のレベル1PSA1PSAをを
対象と対象としたしたリスクモニタリングシステム。リスクモニタリングシステム。

国内外で広く使用されている国内外で広く使用されている総合総合的的PSAPSAツールツール
【【RISKMANRISKMAN】】ととのの完全なリンケージ完全なリンケージ。。

【【RISKMANRISKMAN】】の開発会社の開発会社ABS ConsultingABS Consulting社の協力社の協力
の基の基、、NELNELにおいて開発を実施。において開発を実施。

出力運転時評価、停止時評価の機能に分けられるが、出力運転時評価、停止時評価の機能に分けられるが、
それぞれの用途に応じた処理方法を採用。それぞれの用途に応じた処理方法を採用。
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COSMOSCOSMOSの特徴の特徴

従来からある多くのリスクモニタリングシステム従来からある多くのリスクモニタリングシステム
・詳細・詳細PPSASAモデルモデルであらかじめ作成した炉心損傷シーケンスをデータベースとしてであらかじめ作成した炉心損傷シーケンスをデータベースとして
保持し、これを基に炉心損傷頻度を再算出。保持し、これを基に炉心損傷頻度を再算出。
・・事前準備として、待機除外を考慮したい機器を決めておく必要があり、計算精度事前準備として、待機除外を考慮したい機器を決めておく必要があり、計算精度
についても、作成しておいたデータベースに大きく依存についても、作成しておいたデータベースに大きく依存している。している。

COSMOSCOSMOS
・・ 【【RISKMANRISKMAN】】モデルを直接ハンドリングする事により、条件の変更に応じて、直モデルを直接ハンドリングする事により、条件の変更に応じて、直
接的に炉心損傷頻度を再算出するという方式を採用しており、モデル化している接的に炉心損傷頻度を再算出するという方式を採用しており、モデル化している
全ての機器の待機除外を取り扱うことが可能となっている。（出力運転時評価）全ての機器の待機除外を取り扱うことが可能となっている。（出力運転時評価）
・このため、リスクモニタリングシステム用の・このため、リスクモニタリングシステム用のPSAPSAモデルの作成、炉心損傷シーケンモデルの作成、炉心損傷シーケン
スなどのデータの事前抽出は不要。スなどのデータの事前抽出は不要。
・通常運転機器を詳細にモデル化した場合の運転状態の取り扱いが可能。・通常運転機器を詳細にモデル化した場合の運転状態の取り扱いが可能。
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COSMOSCOSMOSの構造の構造

I/OI/OファイルにはファイルにはXMLXMLフォーマットを使用フォーマットを使用

待機除外
通常運転
想定機器情報
計算結果（出力時）

COSMOS.DB

RISKMAN
(OPENINSIGHT)

モデル内容

COSMOS.計算ENGINE部

F.T.再計算
Aralia

（BDD手法）

E.T.計算
ET ENGINE

工程期間情報
ファイル

COSMOS.GUI制御部

工程情報の入力

工程の生成（出力時）
POS分割（停止時）

計算情報
（分岐比等）
ファイル

通信制御
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COSMOSCOSMOS--FPFP （出力運転時評価用）（出力運転時評価用）

・・CosmosCosmos--FPFPでは、オンラインメンテナンスの計画策定では、オンラインメンテナンスの計画策定
やトラブル時のリスク評価を想定している。やトラブル時のリスク評価を想定している。

・機器の待機除外を入力することで、その機器が使用不・機器の待機除外を入力することで、その機器が使用不
能であるという仮定の基、当該システム（フォールトツ能であるという仮定の基、当該システム（フォールトツ
リー）の再計算をリー）の再計算をBDDBDD手法（稀有事象近似を使用しな手法（稀有事象近似を使用しな
い厳密解法）で実施し、機器の待機除外の状態に応じい厳密解法）で実施し、機器の待機除外の状態に応じ
たイベントツリー計算を実施、炉心損傷頻度を算出すたイベントツリー計算を実施、炉心損傷頻度を算出す
る。る。

・一度計算を実施した待機除外状態の計算結果につい・一度計算を実施した待機除外状態の計算結果につい
てデータベースを自動生成し、評価時間の短縮を図ってデータベースを自動生成し、評価時間の短縮を図っ
ている。ている。
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COSMOSCOSMOS--SD SD （停止時評価用）（停止時評価用）

・・CosmosCosmos--SDSDではでは、、定期検査中のリスク評価をサイク定期検査中のリスク評価をサイク

リックに実施することを想定している。リックに実施することを想定している。

・・そのため、そのため、CosmosCosmos--FPFPとは異なる処理フローを採用しとは異なる処理フローを採用し

ており、フォールトツリーの再計算は実施しない。ており、フォールトツリーの再計算は実施しない。

・・CosmosCosmos--SDSDではでは、、工程の入力に応じて工程の入力に応じてPOSPOSを自動設を自動設

定し、また、工程の各断面における、機器の待機除外定し、また、工程の各断面における、機器の待機除外
状態、通常運転機器の運転状態によっても状態、通常運転機器の運転状態によってもPOSPOSを細を細
分化し、全工程を一括評価するイベントツリー計算を実分化し、全工程を一括評価するイベントツリー計算を実

施する。施する。
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COSMOSCOSMOS--FPFPの主要機能の主要機能
ベースケースの評価ベースケースの評価
○ゼロメンテナンス解析の実施○ゼロメンテナンス解析の実施（（データベース自動作成データベース自動作成））

評価機器の指定評価機器の指定
○待機除外対象機器○待機除外対象機器、、通常運転機器の読込通常運転機器の読込
（いずれもデータベースよりの読込）（いずれもデータベースよりの読込）

工程期間の入力工程期間の入力
○ガントチャート操作○ガントチャート操作
○カレンダーからの入力○カレンダーからの入力
○ファイルからの入力（○ファイルからの入力（XMLXML形式形式））
○待機除外・運転・待機の切替○待機除外・運転・待機の切替

工程を通じた評価実施工程を通じた評価実施
○○時間経過での結果表示時間経過での結果表示
○○各工程断面での結果表示各工程断面での結果表示
○計算結果をデータベース化○計算結果をデータベース化
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COSMOSCOSMOS--SDSDの主要機能の主要機能
プラント状態・評価機器の指定プラント状態・評価機器の指定
○○POSPOS分割に必要なプラント状態の読込分割に必要なプラント状態の読込

○待機除外対象機器○待機除外対象機器、、通常運転機器の読込通常運転機器の読込
（いずれもデータベースよりの読込）（いずれもデータベースよりの読込）

工程期間の入力工程期間の入力
○ガントチャート操作○ガントチャート操作
○カレンダーからの入力○カレンダーからの入力
○ファイルからの入力（○ファイルからの入力（XMLXML形式形式））
○工程全体のスライド○工程全体のスライド
○標準定検工程の自動入力○標準定検工程の自動入力
○○POSPOSの自動分割の自動分割

○待機除外・運転・待機の切替○待機除外・運転・待機の切替

工程を通じた評価実施工程を通じた評価実施
○定検を通じた結果表示○定検を通じた結果表示
○各工程断面での結果表示○各工程断面での結果表示
○○POSPOSに合わせた時間軸の切替に合わせた時間軸の切替

○計算結果をデータベース化○計算結果をデータベース化
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COSMOSCOSMOSの今後の予定の今後の予定

COSMOSCOSMOS V1.0V1.0（（PackagePackage）） 2007/122007/12リリース予定リリース予定

今後も、以下の様な改良を継続的に実施していく予定今後も、以下の様な改良を継続的に実施していく予定

－－GUIGUIの改良の改良

－計算高速化への取り組み－計算高速化への取り組み

－停止時計算方法の改良－停止時計算方法の改良
（出力時同様の計算方法の採用）（出力時同様の計算方法の採用）

－重要度計算機能の付加－重要度計算機能の付加

－メンテナンススケジューラとの連携－メンテナンススケジューラとの連携

等等


